
2026年度入学者選抜学力検査問題

数 学

注 意 事 項

1. この冊子は，監督者から解答を始めるよう合図があるまで開いてはいけま
せん。

2. 監督者から指示があったら，解答用紙の上部の所定欄に受験番号，座席番
号を，また，下部の所定欄には座席番号をそれぞれ記入しなさい。その他
の欄に記入してはいけません。

3. 解答は，問題ごとに指定された解答用紙に記入すること。指定以外の解答
用紙に書かれた解答は 0点となることがあります。

4. 解答は，解答用紙の裏面に書かないこと。

5. 各問題とも，特に指示がないかぎり，必ず解答の過程を書き，結論を明示
すること。小問に分けられているときには，小問の結論を明示すること。

6. この冊子は 16 頁です。落丁，乱丁または印刷不備があったら申し出る
こと。

7. 下書き等は，この冊子の余白の部分を使用すること。

8. 解答用紙は，記入の有無にかかわらず，持ち帰ってはいけません。

9. この冊子は持ち帰りなさい。
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1 以下の問いに答えよ。

(1) 15120の正の約数の個数，および正の約数の総和を求めよ。

(2) 1個のさいころを 3回投げて，出た目を順に k，m，nとする。このとき，
k +mが nで割り切れる確率を求めよ。

(3) log6(6!)と 6
√
6!のどちらが大きいかを答え，それらの間にある整数を 1つ

求めよ。
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2 平面上の点 Pが以下の (1)，(2)，(3)で与えられる図形上を動く。それぞれ
の場合に，Pを中心とする半径 r

(
0 < r < 1

2

)
の円（内部を含む）が通過して

できる図形の面積を求めよ。

(1) 長さ 1の線分。

(2) 1辺の長さが 1の正方形の周。

(3) 平面上の 3点A，B，Cを順に線分で結んでできる折れ線。ただし，AB =

BC = 1，∠ABC = 2θ
(
π
4

< θ < π
2

)
とする。
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3 aは 0 ≦ a < 1を満たす実数とする。点 (a, 0)を頂点とし，y軸と平行な軸
をもち，点 (1, 1)を通る放物線をC とする。以下の問いに答えよ。

(1) 放物線C の方程式を求めよ。

(2) 放物線C と直線 y = xの交点を全て求めよ。

(3) 放物線C と直線 y = xで囲まれた図形の面積 Sを求めよ。

(4) (3)で求めた面積 Sが最大となるような aの値を求めよ。
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4 以下の問いに答えよ。

(1) nを正の整数とする。24nの正の約数のうち，24の倍数でないものの個数
を求めよ。

(2) 関数 f(x) = 2 sin x + cos xの 0 ≦ x ≦ π
2
における最小値と最大値を求

めよ。

(3) 空間内の 2つの平面 x − y = 0，z − 1 = 0の交線を ℓ1とし，2つの平面
x− 2y = 0，x− 2z + 2 = 0の交線を ℓ2とする。2つの直線 ℓ1と ℓ2の交
点，およびそれらのなす角 θを求めよ。ただし，0 ≦ θ ≦ π

2
とする。
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5 正の整数 nに対して，関数 fn(x)を

fn(x) = e−xxn

とおく。以下では， lim
x→∞

fn(x) = 0であることは証明せずに用いてよい。

(1) n ≧ 2とする。x > 0の範囲において，関数 fn(x)の最大値，およびその
グラフの全ての変曲点の x座標を求めよ。

(2) 正の実数 rに対して
an =

∫ r

0

fn(x) dx

とおくとき，数列 {an}の漸化式を求めよ。

(3) (2)の anを an(r)と書くとき，極限 lim
r→∞

an(r)を求めよ。
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6 nを 5以上の整数とする。xy平面の点で x座標と y座標がともに 1以上 n以
下の整数であるもの全体をAで表す。Aから異なる 2点P，Qを無作為に選ぶ。

(1) PQ = 1となる確率を求めよ。

(2) P = (3, 3)のとき，PR = QR = 1となる Aの点 Rが存在する条件付き
確率を求めよ。

(3) PR = QR = 1となるAの点Rが存在する確率を求めよ。
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7 複素数 z = 1 + i√
2
を考える。ただし iは虚数単位である。以下では

√
2が無

理数であることは証明せずに用いてよい。

(1) 整数 nに対して，znを求めよ。

(2) a0 + a1z = 1となるような整数の組 (a0, a1)を全て求めよ。

(3) 複素数 w で， w = 1 かつある整数 a0, a1, · · · , an（n ≧ 0）により
w = a0 + a1z + · · ·+ anz

nと表されるものを全て求めよ。
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8 曲線 y = sin x
(
0 ≦ x ≦ π

2

)
，y軸，および直線 y = 1で囲まれた図形をD

とする。また，tを実数として，Dを直線 x = tのまわりに 1回転させてできる
立体の体積を V とおく。

(1) 0 ≦ t ≦ π
2
のとき，V を tの式で表せ。

(2) tが 0 ≦ t ≦ π
2
の範囲を動くとき，V が最小となる tの値がただ 1つであ

ることを示せ。
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9 pを素数とする。以下では，整数 j = 1, 2, · · · , p− 1に対して pCj が pの倍
数であることは証明せずに用いてよい。

(1) 0以上の整数 nに対して，np − nが pの倍数であることを示せ。

(2) 整数 k = 0, 1, · · · , p − 1のうち，(kp + 1)p − (kp + 1)が p2の倍数とな
るものの個数を求めよ。

(3) 整数m = 0, 1, · · · , p2 − 1のうち，mp −mが p2の倍数となるものの個
数を求めよ。
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